
九州・山口産業人クラブ

全
域
で
の
活
動
・
交
流
待
ち
遠
し
い

会長インタビュー

花田寛氏（キューヘン社長）

　
―
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
良
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す

か
。

　
「
異
業
種
の
企
業
経
営
者
が

集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合
う
組

織
の
存
在
は
大
変
に
重
要
だ
。

技
術
や
経
営
に
関
す
る
考
え
方

や
取
り
組
み
方
が
異
な
る
、
い

わ
ゆ
る
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と

は
経
営
者
に
と
っ
て
大
い
に
刺

激
に
な
る
。
さ
ら
に
地
域
を
越

え
て
他
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、
経
営

の
貴
重
な
財
産
に
な
る
」

　
―
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で
き
て

い
ま
す
か
。

　
「
会
員
の
多
く
が
中
小
企
業

で
大
企
業
の
会
員
が
い
な
い
た

め
、
企
業
の
系
列
な
ど
を
気
に

せ
ず
に
済
む
。
会
員
の
ほ
と
ん

ど
が
異
業
種
で
利
害
関
係
も
な

い
。
ま
た
会
費
が
安
い
一
方
で

拘
束
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
会
員
相
互
の
共
同
ビ
ジ

ネ
ス
に
発
展
す
る
こ
と
で
、
メ

リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
と
よ
い
」

　
―
現
在
の
活
動
に
対
す
る
評

価
は
。

　
「
主
な
活
動
で
は
見
学
会
を

計
画
し
、
会
員
に
提
供
し
て
い

る
。
若
手
社
員
も
参
画
で
き
る

内
容
だ
。
九
州
は
モ
ノ
づ
く
り

企
業
が
多
い
の
で
見
る
所
も
豊

富
だ
。
講
演
会
に
つ
い
て
は
、

他
団
体
も
い
ろ
い
ろ
行
っ
て
い

る
の
で
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
ら
し

く
モ
ノ
づ
く
り
に
関
係
す
る
テ

ー
マ
、
た
と
え
ば
産
業
人
の
苦

労
話
の
よ
う
な
体
験
談
を
話
し

て
も
ら
う
内
容
な
ど
を
増
や
せ

た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

　
―
そ
の
ほ
か
に
ア
イ
デ
ア
は

あ
り
ま
す
か
。

　
「
そ
の
時
々
の
注
目
さ
れ
て

い
る
課
題
を
取
り
上
げ
た
勉
強

会
も
開
催
し
た
い
。
ま
た
年
１

回
、
海
外
研
修
の
場
を
セ
ッ
ト

す
る
。
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い

た
が
、
昨
年
の
韓
国
か
ら
再
開

し
た
。
２
０
１
３
年
は

月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
展
示
会
へ
の

見
学
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い

る
」

　
―

年
に
は
大
分
産
業
人
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
熊
本
な
ど
の
地
域
に
も
支

部
を
設
置
し
、
文
字
通
り
九
州

・
山
口
地
域
全
域
の
活
動
に
広

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
層

存
在
意
義
が
高
ま
る
。
熊
本
に

は
半
導
体
産
業
の
集
積
が
あ
る

ほ
か
球
磨
焼
酎
な
ど
の
食
品
産

業
も
元
気
だ
。
他
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
と
交
流
で
き
る
日
が

待
ち
遠
し
い
」

　
―
最
後
に
会
長
と
し
て
の
意

気
込
み
を
。

　
「
日
本
経
済
は
回
復
の
期
待

が
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
中
小

企
業
は
ま
だ
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
。
冬
を
じ
っ
と
耐
え
春
に

新
た
な
芽
を
出
す
に
は
、
備
え

が
必
要
。
異
業
種
交
流
は
ま
さ

に
そ
の
備
え
の
一
つ
。
異
な
る

業
界
の
考
え
や
取
り
組
み
を
自

ら
の
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と

は
発
芽
の
大
き
な
力
と
な
る
。

個
々
の
企
業
が
元
気
に
な
れ

ば
、
九
州
全
体
が
元
気
に
な

り
、
さ
ら
に
日
本
全
体
に
も
好

影
響
を
与
え
る
。
ま
ず
は
自
社

の
経
営
改
革
の
た
め
に
集
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
経
済
を
良

い
方
向
に
導
い
て
い
き
た
い
」

概　要

◇１９８３年（昭 ）４月 日設立　会員数７１人
◇事務局所在地　 　福岡市博多区古門戸町１の１
　　　　　　　　　（日刊工業新聞社西部支社内）
◇電話　 　０９２・２７１・５７１１

親睦貴重な財産 特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

会
員
相
互
の
成
長
・
発
展
へ

年
北
九
州
支
部
始
動
多
様
な
業
種
が
交
流

他
ク
ラ
ブ
と
発
電
所
・
工
場
見
学
会

北
九
州
支
部

１０月、「大分」と合同イベント

安
川
電
機
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学

福
岡
県
大
川
市
の
家
具
産
地
を
見
学

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

北
九
州
支
部

支
部
長

山
口

修
司
Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ
ム
ズ
会

長

は
、
２
０
１
０
年

月
に

発
足
し
た
。
九
州
・
山
口
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
、
モ
ノ
づ

く
り
の
街
・
北
九
州
市
を
中
心

と
し
た
北
部
九
州
地
区
に
広
げ

よ
う
と
い
う
目
的
で
、
産
業
人

ク
ラ
ブ
で
は
珍
し
い
支
部
形
式

で
発
足
し
た
。
北
九
州
市
の
ほ

か
に
、
か
つ
て
炭
鉱
で
栄
え
た

筑
豊
地
域
に
本
社
が
あ
る
中
堅

・
中
小
企
業
９
社
と
九
州
工
業

大
学
と
で
活
動
し
て
い
る
。

　

年
４
月
に
は
北
九
州
市
八

幡
西
区
の
安
川
電
機
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
見
学
会
を
行
っ

た
。
安
川
電
機
は
日
本
を
代
表

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
地
域
に
も
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
。
同
社
は

年
に
見
学

者
向
け
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ラ

ザ
」
を
開
設
。
生
活
シ
ー
ン
に

お
け
る
活
用
方
法
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
記
念
撮
影
な
ど
、
来
訪

者
を
楽
し
ま
せ
る
仕
掛
け
を
多

数
用
意
し
て
い
る
。
当
日
の
見

学
会
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ

と
で
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

年

月
に
は
多
摩
産
業
人

ク
ラ
ブ
が
北
九
州
地
区
の
モ
ノ

づ
く
り
を
視
察
す
る
た
め
来
訪

し
た
の
を
機
に
、
北
九
州
支
部

事
務
局
と
の
懇
談
会
を
行
っ

た
。
当
日
は
九
州
と
関
東
で
の

中
小
企
業
経
営
の
違
い
や
、
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
最
新
の
活
動
と
し
て
は

月

に
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
合
同

で
、
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学

部

福
岡
県
飯
塚
市

へ
の
訪

問
を
予
定
し
て
い
る
。
九
州
工

大
は
北
九
州
支
部
の
会
員
で
も

あ
り
、
産
学
連
携
の
中
核
と
し

て
地
域
の
信
頼
は
厚
い
。
当
日

は
大
分
と
北
九
州
双
方
の
ク
ラ

ブ
員
に
よ
る
懇
談
会
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、
九
州
内
で
の
ク
ラ

ブ
間
交
流
に
も
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

【
北
九
州
支
部
の
概
要
】

　
◇
２
０
１
０
年

平

月
４
日
設
立
　
会
員
数

人

　
◇
事
務
局
所
在
地

北
九
州

市
小
倉
北
区
大
手
町
４
の

日
刊
工
業
新
聞
社
北
九
州
支

局
内

　
◇
電
話

０
９
３
・
５
６
２

・
７
５
５
０

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー
ヘ
ン
社

長

は
１
９
８
３
年
に
「
九
州
・

山
口
工
業
人
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
発

足
し
た
。
目
的
は
異
業
種
の
交
流

と
親
睦
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
の

成
長
発
展
を
目
指
す
こ
と
。

年

に
は
会
員
の
業
種
の
広
が
り
に
対

応
す
る
た
め
会
の
名
称
を
「
九
州

・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
」
と
変
更

し
た
。

　
会
の
発
展
に
伴
い
、

年

月

に
は
「
北
九
州
支
部
」
を
設
立
。

支
部
は
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
基
本
に

勉
強
会
や
工
場
見
学
会
な
ど
で
独

自
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

年

３
月
に
は
「
大
分
産
業
人
ク
ラ

ブ
」
が
発
足
。
太
田
清
利
ざ
び
え

る
本
舗
社
長
が
会
長
に
、
石
井
源

太
デ
ン
ケ
ン
社
長
が
副
会
長
に
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
福
岡
県
を
中

心
と
す
る
企
業
と
団
体
で
構
成
し

て
い
る
。
工
場
見
学
会
、
講
演

会
、
会
員
交
流
会
は
外
部
講
師
や

産
学
官
の
来
賓
を
招
い
て
実
施
。

優
秀
経
営
者
賞
へ
の
推
薦
も
行
っ

て
い
る
。

■
　花
田
会
長
始
動

　

年
５
月
の
定
時
総
会
で
は
、

新
会
長
に
花
田
寛
キ
ュ
ー
ヘ
ン
社

長
を
選
出
し
た
。
６
期

年
会
長

を
務
め
た
水
口
敬
司
氏
は
顧
問
に

就
任
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で

は
花
田
会
長
か
ら
水
口
氏
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
会
場
は

温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
花
田
会
長
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
間
も
な
い
こ
と
を
踏

ま
え
震
災
か
ら
立
ち
直
る
た
め
、

政
治
家
に
は
前
向
き
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
求
め
た
い
。
企
業
は
復

興
を
機
会
と
と
ら
え
て
発
展
し
て

い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

■
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
会
員
同
士
だ
け
で
な
く
講
演
の

講
師
や
来
賓
へ
と
交
流
が
広
が
る

の
も
ク
ラ
ブ
の
良
さ
。

年
の
新

春
交
歓
会
で
は
第

回
日
刊
工
業
新
聞
社

優
秀
経
営
者
顕
彰
受

賞
者
の
九
州
の
５
人

を
招
待
し
た
。
森
鉄

工
所

福
岡
県
久
留

米
市

の
森
春
樹
社

長
、
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド

熊
本
県
南

阿
蘇
村

の
北
川
勝

幸
社
長
、
ざ
び
え
る

本
舗

大
分
市

の

太
田
清
利
社
長
、

田
酒
造

鹿
児
島
県

い
ち
き
串
木
野
市

の

田
雄
一
郎
社

長
、
八
雲
製
作
所

佐
賀
県
神
崎
市

の
久
保
勉
会

長
の
５
人
。

年
の
交
歓
会
で
は

第

回
受
賞
者
で
あ
る
日
本
建
設

技
術

佐
賀
県
唐
津
市

の
原
裕

社
長
が
招
待
さ
れ
、
会
員
と
交
流

し
た
。

　
総
会
で
は
そ
の
時
々
に
注
目
さ

れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ

て
い
る
。

年
５
月
の
総
会
で
は

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
九
州
電

力
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

年

の
総
会
で
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
農
業
展

開
に
つ
い
て
講
演
。
参
加
者
は
産

業
界
の
い
ま
を
実
感
し
た
。

■
　交
流
は
全
国
、海
外
へ

　
見
学
会
で
は
普
段
は
入
り
込
め

な
い
製
造
現
場
を
詳
し
く
見
て
取

れ
る
。
現
場
の
創
意
工
夫
は
業
種

を
超
え
て
事
業
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
。

年
７
月
に
は
家
具
の
産

地
、
福
岡
県
大
川
市
で
丸
太
を
製

材
す
る
高
田
製
材
所
や
家
具
製
造

の
木
工
房
木
馬
を
訪
ね
た
。
木
工

房
木
馬
で
は
樹
齢
１
０
０
年
を
超

え
る
銘
木
か
ら
取
っ
た
板
で
作
る

テ
ー
ブ
ル
の
製
作
工
程
の
説
明
を

受
け
た
。

年

月
に
は
長
崎
市

の
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
を
訪

問
。
大
型
タ
ー
ビ
ン
の
製
造
工
程

と
史
料
館
を
見
学
し
た
。

　
視
察
先
は
海
外
に
も
広
が
っ
て

い
る
。

年
に
は
韓
国
・
麗
水
市

で
開
か
れ
た
麗
水
世
界
博
覧
会
を

訪
れ
た
。

年

月
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
行
わ
れ
る
「
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
２
０
１
３
イ
ン

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
の
視
察
を
計

画
す
る
。

　
他
地
域
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
も
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
。

年

月
に
は
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

が
佐
賀
県
に
産
業
視
察
に
訪
れ
、

と
も
に
見
学
・
交
流
し
た
。

　
視
察
し
た
の
は
歯
車
研
削
盤
や

大
型
旋
盤
が
製
品
の
唐
津
鉄
工
所

の
ほ
か
陶
器
の
唐
津
焼
の
中
里
太

郎
右
衛
門
窯
、
有
田
焼
の
柿
右
衛

門
窯
と
い
っ
た
佐
賀
県
を
代
表
す

る
窯
元
。
参
加
者
は
モ
ノ
づ
く
り

の
伝
統
と
最
先
端
に
触
発
さ
れ
て

い
た
。

　

年
７
月
に
は
関
西
以
西
の
産

業
人
ク
ラ
ブ
合
同
で
日
本
最
大
の

地
熱
発
電
所
で
あ
る
八
丁
原
発
電

所

大
分
県
九
重
町

や
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
九
州
日
田
工
場

同
日

田
市

を
見
学
し
た
。
交
流
の
輪

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


